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令和５年第２回南知多町議会定例会（二日目） 議事日程 

                      日  時 令和５年３月６日 

                           午前９時３０分 

                      場  所 南知多町議場 

日 程 第 １  一般質問  



令和５年第２回南知多町議会定例会

一 般 質 問 一 覧 表

令和５年３月

質問順位 質 問 議 員 質 問 内 容

１ 内田  保

１  子育て・保育・学校教育政策の充実のために

２  町民が安心して暮らし続ける交通手段等の

町づくりについて

３  ２０５０年までカーボンゼロ宣言を

２ 森  宏子 １  内海海岸道路の一方通行について

３ 山本優作

１  コロナウイルス感染対策の緩和に向けて

２  中学生と地域のつながりについて

４ 服部光男 １  「なったらいいな  こんな町」



№1 

議会事務局 

処 理 欄 

令和 ５年 ２月 ９日受付 

質 問 順 位   第  １番 

令和 ５ 年 ２ 月 ８ 日

 南 知 多 町 議 会 議 長  殿 

南知多町議会議員 

内 田  保  

一 般 質 問 通 告 書 

質 問

事 項

質問の要旨（詳細・具体的に記入） 希 望

答弁者

一

子
育
て
・
保
育
・
学
校
教
育
政
策
の
充
実
の
た
め
に

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
・
関
係
部
課
室
長

南知多町は、令和３０年時点で概ね１万人の人口を維持するために、

今後、子育て応援に向けて様々な積極的な施策が求められている。そこ

で以下の質問をする。

１ 給食費無償化は、全国の自治体で広がっており、本町では本年度は

３月末までで９か月の保育所・小中学校の給食費無償化が続けられて

いる。現在は、国の交付金を利用しているものだが、町民にも喜ばれ

ている。令和５年度も保育所・小中学校の給食費無償化を続けてほし

いとの声が強い。今後の無償化継続の願いにどのように答えていく

か。

２ 本年度実施の保育所の給食費無償化では、０歳から２歳までの世帯

には、保育料から給食費が控除されなかったと聞いている。子育てに

対する平等な支出という点から控除すべきでなかったのか。

３ 国の保育士の配置基準では、安心・安全な保育ができないとの声が

多く上がっている。０歳児は子ども３人に保育士１人、１・２歳児は

６人に１人、３歳児は２０人に１人、４・５歳児は３０人に１人では、

とても大変である。本町としての具体的なサポート体制が必要であ

る。どのように考えているか。



№２ 

質 問

事 項

質問の要旨（詳細・具体的に記入） 希 望

答弁者
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く
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町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
・
関
係
部
課
室
長

４ 子育て中も、子どもが安心して医療機関にかかれるようにすべきで

ある。国民健康保険税の均等割１人分が、赤ちゃんでも 20,350円（

減免後）では負担が重すぎる。大府市のように１８歳までの均等割の

８割減免やその他の市町でも行われている３割減免などの子育て支

援を、南知多町としても考えるべきと思うがどうか。

5 内海小学校内にある学童保育の定員が少ないために、入りたいのに

入れないといと訴える保護者がいる。それぞれの地元で、使いやすい

学童保育の施設の拡充が必要である。定員拡張のための工夫はどのよ

うに考えているか。

豊浜ではヤナギスーパーが撤退した。豊浜地区の住民が、食料品や生

活用品等の買い物に困っている。病院や買い物にいくために、海っ子バ

スのバス停まで行けない高齢者もいる。買い物や病院・介護利用のため

にも使いやすい交通網が必要である。今後の利用しやすい交通手段等の

構築について提案し質問する。

１ 国土交通省の２０２２年３月発行の「高齢者の移動手段を確保する

ための制度・事業モデルパンフレット」には、「自家用有償旅客運送」

だけでなく、ボランティアや地域の助け合いの活動等で道路運送法上

の「許可・登録を要しない輸送」で自家用車（白ナンバー）を使って

高齢者等の輸送サービスも実施することができるとしている。

町として、地域のボランティア組織や、町の各区等の組織に働きか

け、外出等が不便な方々へ、このパンフに例示されている「許可・登

録不要モデル A～F」の様々なパターンの地域交通サービスの検討を

進めていくことが必要ではないか。
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質 問

事 項

質問の要旨（詳細・具体的に記入） 希 望

答弁者
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２ 豊浜地区の住民から、地域で買い物ができるために、移動販売車等

のサービスを実施してほしいという要望が寄せられている。町として

今後の町づくりの一貫としてこの提案をどのように考えるか。

３ 町は、将来移動が困難な町民の増加を見通し、各地域において、食

料・日用品に関わる身近なサービスを提供し維持していくための町づ

くりの基本構想をどのように考えているのか。

世界的には、欧州を中心に 2030年までに 2013年比で CO2排出量を

40％～50％削減するための取組が進められている。しかし日本は昨年

11 月の COP27（国連気候変動枠組条約の締約国会議）では、石炭火力

発電に固執し、環境対策に後ろ向きである国におくられる「化石賞」を

3年連続で受賞した。

「地球温暖化対策の推進に関する法律第 21 条」により、町も一事業者

として事務及び事業に関して温室効果ガスを削減する地方公共団体実

行計画の策定が義務づけられている。その実行状況と今後について質問

する。

１ 法に基づく町の実行計画は令和３年に策定されているが、「地球温

暖化対策の推進に関する法律」に基づく CO2 削減の目標は、現在は

どのような計画となっているのか。今後、町として 2030年までに CO2

の 50％削減をどのように構築していくのか。

２ 武豊町のように、県の補助を利用して、自宅屋根・駐車場等への太

陽光発電設備設置をはじめ、断熱窓改修等の住宅用設備の設置工事・

購入経費の一部補助を町としても導入すべきではないか。
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質 問

事 項

質問の要旨（詳細・具体的に記入） 希 望

答弁者
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3 令和 10年の新中学校建設では、カーボンゼロに配慮する校舎建築の

構造の計画になっているのか。

4 知多半島で、国の「2050 年カーボンニュートラル」に基づき、

「2050CO2排出実質ゼロ宣言」をしている自治体は、5市と武豊町の

6市町である。愛知県も昨年 12月 26日に「カーボンゼロ」を宣言し

た。本町としても「2050年までに CO2排出実質ゼロ宣言」を表明し、

地球的気候危機に具体的に対応していくべきと考えるがどうか。



№1 

議会事務局 

処 理 欄 

令和 ５年 ２月 ９日受付 

質 問 順 位  第  ２番 

                 令和 ５年 ２月 ６日

 南 知 多 町 議 会 議 長  殿 

南知多町議会議員   

森 宏 子   

一 般 質 問 通 告 書 

質 問

事 項
質問の要旨（詳細・具体的に記入）

希 望

答弁者
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 内海海岸の活気が少しでも回復するように願って、海岸道路の一方通行

町
長
・
副
町
長
・
関
係
部
課
室
長

について以下の質問をします。 

１、海岸道路を一方通行にするため設置された境界ブロックは、なぜ 

 設置されたのか。 

２、最近は、通行量も少ないようなので、境界ブロックを撤去して対面 

通行にはできないか。 



№1 

議会事務局 

処 理 欄 

令和 ５年 ２月１４日受付 

質 問 順 位  第 ３ 番 

令 和 5 年 2 月 1 3 日

 南 知 多 町 議 会 議 長  殿 

南知多町議会議員 

山本 優作     

一 般 質 問 通 告 書 

質 問

事 項
質問の要旨（詳細・具体的に記入） 

希 望

答弁者

一
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町
長
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長
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教
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、
担
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課
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長

 国の新型コロナの感染症法上の位置づけが5月8日から季節性インフ

ルエンザと同じ「5 類」に移行され、マスクの着用も 3 月 13 日から個

人の判断に委ねる新たな指針が適用されることになり、基本的な感染対

策が大幅に緩和されます。 

 そこで、学校や保育所、公共施設など、どのような方針を考えている

か以下の質問をします。 

１．この 1 月まで、連日マスクの着用の徹底を防災無線で町民に周知し

てきていた。緩和に向けては町民の戸惑いと不安はまだ多いと思われ

る。町としてどのような周知を進めていくか。また、不安解消に向け

ての方策はあるか。 

２．マスク着用については、町民からすると役場を参考としている場合

もある。国の方針に従い、職員も個人の判断に委ねることになるのか。 

３．5 類移行後の具体的な緩和策を小中学校や保育所、公共施設など、

それぞれどのような方針で進めるのか。 
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質 問

事 項
質問の要旨（詳細・具体的に記入） 

希 望

答弁者
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町
長
、
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長
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、
担
当
部
課
室
長

本町の中学生は地域のお祭りなど様々な行事に密接に関わっており、

地域を活性化し、存続させるための重要な人財です。そのことについて

本町の各中学校も大変理解が厚く、生徒が地域の行事に参加しやすくな

るよう様々な配慮をしていただいています。 

4 月から内海、豊浜、師崎、日間賀の 4 つの中学校が南知多中学校に

統合されます。この統合によって中学生と各地域とのつながりが断た

れ、地域の行事などの存続ができなくなるのではないかと心配される声

が聞かれます。そこで、以下の質問をします。 

１．各中学校では生徒が祭りなど地域の伝統行事や歴史を学ぶため、特

別授業などはどのくらい実施してきたか。また、それらは中学校統合

後にも継続して実施されるか。 

２．豊浜地区では、地区の代表や保護者、小中学校の教員などで構成さ

れる家庭教育推進協議会（家推協）があり、小中学生向けのすもう大

会や地域住民向けの歩け歩け大会を毎年実施してきた。中学生の中に

はボランティアとして活躍してくれる生徒もあり、行事の継続には欠

かせない存在となっている。その中学生の取りまとめ役として中学校

の教員が会の運営に関わってもらえたことは甚大だったが、今後、南

知多中学校の教員にも会の運営に関わってもらえるのか。 

３．本町の中学生には視野を広げて、地元以外の地域の行事にも積極的

に関わるようになっていくことを期待している。半島側の生徒が島側

の行事に参加しようとすると船代が発生し、地域を超えた交流の足枷

となってしまうことが懸念されるが、町として何か支援できないか。 
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質 問

事 項

質問の要旨（詳細・具体的に記入） 希 望

答弁者
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４．統合を機に、これまで地域毎で培ってきた文化や伝統を衰退させる

ことなく、町全体で各地域の目標や問題を共有して学校づくりからま

ちづくりへと学校に各地域の住民が入るシステムを地域とともに考

え、構築してはどうか。



№1 

議会事務局 

処 理 欄 

令和   5 年 2 月１４日受付 

質 問 順 位  第 ４  番 

令和 5 年 ２月１４日

 南 知 多 町 議 会 議 長  殿 

南知多町議会議員 服部光男 

一 般 質 問 通 告 書 

質 問

事 項

質問の要旨（詳細・具体的に記入） 希 望

答弁者
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」

町
長
・
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長
・
教
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・
関
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長

2月９日、主に女性を中心とした「ワールドカフェおしゃべりタイム」

という集いがあり、お声をかけていただき、四つのテーマに従い、ワー

ルドカフェ形式での話し合いに参加してきました。

冒頭の「なったらいいな こんな町」もその中のテーマの一つで、その

ほかにも、子育て、健康、家族をテーマにしたグループに分かれて、町

内５地区の住民が途中で入れ替えもありながら、フリートークが行われ

ました。

私のテーブルでは「なったらいいな、こんな町」、このようなテーマで

話し合いが始まり、南知多町が第 7次総合計画でも目標としている「暮

らし続けられるまち」と同様の「すみやすいまちづくり」に結びつく意

見がたくさん出てきました。

「病院、スーパー、公共交通、学校、子育て、家族、健康等々、こうな

ったらいいよね。」という意見を私が教えてもらっているような時間で

した。

「南知多町を住みやすく、自分の町がもっと好きになる地域」にするた

め、以下の質問をさせて頂きます。
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事 項
質問の要旨（詳細・具体的に記入） 
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１.集いの中で、不便になって困っている項目に、買い物の場所が無く

なっていく、金融機関の取り扱い場所もなくなり、お金をおろすのに

タクシーで出かけているような事も知りましたが、まずは食の確保と

いう意味で町からスーパーが無くなっていくことで、元気な人、車で

何処へでも行ける人達が、町外のスーパーを利用すればするほど、地

域内の利用が減り、お店の経営に影響を与えていることも事実であり

ます。これ以上無くなると交通弱者にとっては死活問題になる可能性

もある。 

食の確保について、町の方針を答えてほしい。 

2. 「大きい病院が近くにあると安心である」という声も聞かれました 

が、町内の病院にプラスして、美浜町の河和地区、野間地区にも総合

病院があり、移動手段を確保したうえでの広域利用の理解が望ましい

との考え方もあります。 

そして、スーパーが無くなる、近くで買い物が出来なくなる、解決手

段の一つとしての移動手段、公共交通の充実が必要になってきます。 

町も公共交通の経費の削減、運行収益を上げるための努力をしていま

すが、一番の目的は利用しやすさで、今後は利用できない空白地域を

なくしてほしい。 

美浜町との広域運用により空白地域を埋めるべく、美浜町のような小

回りが利くバスの運行により町民の買い物や通院もできたら、暮らし

も随分楽になると思われます。 

提案に関して「令和 5 年 10 月の交通体系の見直しが済んで、収支を

確認して」から、という答えですが、ある程度の試案、試算を示せな

いか。 
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３．安心をテーマにしたまちづくりの中には、教育の問題がある。 

中学校の統廃合については、本年 4 月より新しく「南知多中学校」が

産声を上げる。 

これまでにかかわってきた方たちに敬意を表します。 

少子化に伴い出産から育児に関し、町も子育て世代への取り組みを行

っているが、2015 年（平成２７年）４月に子ども・子育て支援新制度

がスタートし、国も本年 4 月 1 日からの「こども家庭庁」の設置と取

り巻く環境が大きく変わろうとしています。国の施策の変更により、

それぞれの子育て支援に関し、何がどのように変わり、町の取り組み

方はどのように変わるのか。 

４．学童保育について、対象児童数に対して近年の利用児童数の推移及

び今後の利用見込み数はどうなっているか。 

又、うみっこ児童クラブは当初定員 20 名に対し令和５年度は 21 名の

応募があったと聞いている。保護者が遠慮して待機児童数がゼロにな

っているとしたら問題である。たとえ豊浜放課後児童クラブに空きが

あっても、送迎の時間を考えると躊躇してしまう。

うみっこ児童クラブのある教室を工夫して、廊下も含めた一室にし

て、定員を増やすことは出来ないのか。

５．「小 1 の壁」という言葉がある。保育所では延長保育があったもの

の、卒園し学校への入学と成長を喜ぶ場面ですが、学童保育では早朝、

延長での預かりが出来ません。 

子供の入学と同時に、仕事を辞めたり、転職をする方もあるようです。 

そのようなときに援助してくれる仕組みのひとつとしてファミリー 
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サポートセンターがありますが、仕組みと現在までの利用状況はどう

か。 

６．シングルマザーにとって、物価高騰のあおりを受け大変な毎日と推

測します。 

ひとり親には学童利用料の減額、又は免除の検討はできないか。 


